
（報告）ユーザー理解活動の取組状況

公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

2021年12月17日

別冊3



Japan Automobile Recycling Promotion Center / JARC 1

報告内容

１．2021年度ユーザー理解活動の計画

２．ユーザーの関心事に応じた情報発信の取組み

３．公式ウェブサイトを利用して幅広くユーザーに情報を届ける取組み

４．オンラインページを活用した普及啓発の取組み

５．小学生とその保護者を対象とした環境学習の支援

６．中止した第４回「クルマのリサイクル作品コンクール」表彰式の代替策

７．活動費の執行状況(上半期)

・・・・ P2

・・・・ P4

・・・・ P6

・・・・ P9

・・・・ P10

・・・・ P12

・・・・ P13

《目次》



Japan Automobile Recycling Promotion Center / JARC 2

１．2021年度ユーザー理解活動の計画 その１

【目的】

 2015年11月から6回に亘り行った自動車リサイクルの関係者による情報発信・共有の在り方等に関する

議論を踏まえ、ユーザー理解活動を通じて自動車リサイクル制度の安定運用を図り、そして自動車売買

時におけるリサイクル料金の収受などユーザーと事業者間の円滑な取引に寄与していくことを目的とする。

【取組みの方針】

 地域・年齢などのターゲットの特性を意識するとともに、コスト効率が良い手法を用いて、質の高い情報を提

供していくことにより、ユーザーの認知拡大と関心喚起を図る。

 SDGsなどによる人々の意識の変化やライフスタイルの変化をはじめとした自動車を取り巻く環境変化により

顕在化した新たな課題に対応した施策を展開する。

ユーザー理解活動の目的に関する概念図 ユーザーの関心・態度に合わせた展開図

＜ターゲットの関心・態度＞ ＜効果プロセス例＞＜狙い＞●自動車リサイクル制度の安定運用

●ユーザーと事業者間の円滑な取引に寄与
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１．2021年度ユーザー理解活動の計画 その２

取組みの方向性 取組例 区分
主なターゲット

～10代 20代 30代 40代 50代 60代～

 分かりやすい情報へと改善を推進
 ユーザーニーズに応じた情報発信
 タイムリーに情報発信

‣ウェブページ掲載情報の改善

‣ちらしなどの広報ツールの改善(*1)

○

○

✔
✔

✔
✔

✔
✔

✔
✔

✔
✔

✔
✔

 地域ユーザーの知る機会の創出
 地域ユーザーの認知拡大・関心喚起

‣地域イベントへの出展・参加

‣常設展示施設での情報発信

‣オンラインページの設置及び発信

○

○

●

✔
✔
✔

✔
✔
✔

✔
✔
✔

✔
✔
✔

✔ ✔

 子どもたちの学びの機会創出
 子どもの保護者・教育関係者の認知拡
大・関心喚起

‣関係者の努力・工夫を紹介

‣学校教育に役立つ情報提供

‣作品コンクール実施

◎

◎

◎

✔
✔
✔

✔
✔
✔

✔
✔
✔

 若年層の認知拡大・関心喚起 ‣運転免許学科教本への情報掲載

‣教習所での動画コンテンツの配信

○

◎
✔
✔

✔
✔

 施策の相乗効果を得るメディアの活用
 音と映像による関心喚起
 ユーザーの関心事に応じてユーザーの知
る機会の創出

‣ニュースリリースの積極配信

‣動画等コンテンツの配信

‣定期刊行物による情報発信

‣ネットメディアの活用(SNS等)

○

○

◎

● ✔ ✔

✔
✔
✔
✔

✔
✔
✔
✔

✔
✔
✔
✔

✔

 ユーザーニーズや施策による変化把握
 施策の改善に向けた基礎情報の収集

‣認知度調査、効果測定 等(*2) ○ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

*1 必要な時（自動車購入時、修理時、廃車時等）に必要とする情報
*2 定点観測で行うアンケート調査等

（凡例）●：新規取組み、○：継続取組み、◎：重点取組み

取組みの方向性とターゲットの関係
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２．ユーザーの関心事に応じた情報発信の取組み その１

11/20、driver（発行部数：約18万部、発行：株式会社八重洲出版）へ自動車リサイクルに関する企画
記事を掲載し、自動車に関心もつ30代から50代のユーザーの認知拡大と関心喚起を図った。

*記事URL：https://www.jarc.or.jp/renewal/wp-content/uploads/2021/11/89a601dc5a6d9e0800ce21246765b6ce.pdf

https://www.jarc.or.jp/renewal/wp-content/uploads/2021/11/89a601dc5a6d9e0800ce21246765b6ce.pdf
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２．ユーザーの関心事に応じた情報発信の取組み その２

ベストカー（８/26号、発行部数：約24万部）の読者に向けてアンケート調査を行った。
結果、当該記事への接触率は73%、自動車リサイクルについての認知度は88%であった。

（１）調査の概要

■調査対象：ベストカー（8/26号）を読んだ男女20歳～60歳／全国
■調査期間：2021年9月3日（金）～9月5日（日）
■調査会社：楽天インサイト株式会社
■調査方式：インターネット方式
■サンプル数：300s

（２）サンプルの属性
性別 年齢別

（３）記事への接触率

全体の73%の方が記事に接触。女性の注目度が高い。
男女共、高い関心を示している。

（４）認知状況

読者の認知度は88%であった。
年代別は次のとおりであり、全世代で認知度は高い傾向にある。

（５）回答者から得た自由意見の検証（「日経ビジネス」との比較）

■ベストカー、日経ビジネスともに、「リサイクル」というワードが頻出している。
■ベストカーでは、自動車リサイクルに関連する「費用」「廃棄」「前払い」「資源」等
といった具体的なワードが頻出している。また、「自動車 」「環境問題」等の
文字サイズが比較的大きく、重要項目として認識されている。
■「興味深い」「わかりやすい」等も文字サイズが比較的大きく、の共感が図れてい
る。
ベストカー 日経ビジネス
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３．公式ウェブサイトを利用して幅広くユーザーに情報を届ける取組み

JARCの公式ウェブサイトを利用して、自動車リサイクルの取組みや活動状況をタイムリーに発信している。

10月29日、第４回「クルマのリサイクル」作品コン
クールで審査員特別賞を受賞した京都府長岡京
市立長岡第六小学校 奥野楓果さんを表彰しま
した。
※新型コロナの影響により中止とした表彰式の代
替の取組みです。

大阪市の環境施設にて2020年度の「クルマのリサ
イクル」作品コンクール入賞作品を展示しました。
(10/20から10/31までの期間、1,152人が来場)

期間 ：10月20日から11月30日
会場 ：大阪環境産業振興センター
所在地：大阪市住之江区南港北2丁目1－10

11月4日、第４回「クルマのリサイクル」作品コン
クールで団体特別賞を受賞した沖縄県竹富町立
波照間小学校を訪問し、表彰しました。

※新型コロナの影響により中止とした表彰式の代
替の取組みです。

10月28日、第４回「クルマのリサイクル」作品コン
クールで最優秀賞を受賞した静岡県川根本町立
中央小学校 坂口快月さんを表彰しました。

※新型コロナの影響により中止とした表彰式の代
替の取組みです。
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2021年4月から10月までの期間、ニュースリリースを合計13件行い、インターネットメディアでの自動車リサイク
ルに関する情報の露出を高める取組みを行った。結果、インターネットメディアに680件の記事が掲載された。
また、新たにSNS活用によるユーザーの自動車リサイクルに関する情報への接触機会の拡大を図っている。

（１）リリース情報と広告換算(参考値)

配信日 内容
掲載数
(件)

広告換算*1

(万円)

1 4/10 令和 3 年度事業計画を策定 52 1,415

2 5/21 鉄道建設・運輸施設整備支援機構 発行のサステナビリティボンドに投資 53 1,207

3 6/23 国際協力機構発行のソーシャルボンドに投資 55 1,433

4 6/25 東京都発行のソーシャルボンドに投資 54 1,421

5 7/9 東日本高速道路株式会社 発行のソーシャルボンドに投資 52 1,415

6 8/6 川崎市発行のグリーンボンドに投資 45 1,189

7 8/13 「自動車リサイクルデータ Book 2020」 を公表 53 1,418

8 9/1 第５回「クルマのリサイクル」作品コンクール開催 54 1,423

9 9/10 東京都住宅供給公社発行のソーシャルボンドに投資 54 1,420

10 10/8 長野県発行のグリーンボンドに投資 53 1,420

11 10/14 北九州市発行のサステナビリティボンドに投資 53 1,870

12 10/15 東京都発行のグリーンボンドに投資 52 1,483

13 10/22 神奈川県発行のグリーンボンドに投資 50 1,406

合 計 680 18,519

*1   メディアに記事掲載された際の露出効果を、 同じ枠を広告として購入した場合の広告費に換算したもの
*2   配信情報に「いいね」をしたユーザーの数

毎日新聞、朝日新聞、四国新聞、京都新聞、奈良新聞、山形新聞、福井新聞、沖縄タイムスプラス、紀伊民
報、千葉日報、宮崎日日新聞、新潟日報、茨城新聞、徳島新聞、福島民友、紀伊民報、山梨日日新聞、河
北新報、上毛新聞、秋田魁新報、下野新聞、週刊女性PRIME、AFP BBNews、楽天 NEWS、Google 
ニュース、Impress Watch Headline、excite ニュース、J-CAST ニュース、CNET Japan、他

（２）掲載メディア例

SNS配信結果（件）

表示回数 クリック数 いいね数*2

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

395,476 494 10

399,551 455 5

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

795,027 949 15

SNSで配信した情報例

https://www.jarc.or.jp/news/8737/
https://www.jarc.or.jp/news/9299/
https://www.jarc.or.jp/news/9679/
https://www.jarc.or.jp/news/9696/
https://www.jarc.or.jp/news/9827/
https://www.jarc.or.jp/news/9951/
https://www.jarc.or.jp/news/9963/
https://www.jarc.or.jp/news/10687/
https://www.jarc.or.jp/news/10751/
https://www.jarc.or.jp/news/10978/
https://www.jarc.or.jp/news/11049/
https://www.jarc.or.jp/news/10976/
https://www.jarc.or.jp/news/11120/
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8

2019年度
(第1Q-2Q)

2020年度
(第1Q-2Q)

2021年度
(第1Q-2Q）

アクセス数 314 339 392

（１）ウェブサイトへのアクセス状況

（２）ウェブサイトへのアクセス数の推移

（３）男女比

2021年度（4月～9月)

2020年度(4月~9月)（参考）

（４）年齢別アクセス数（推定値）

（単位：千件）

（推定値の算式）
年度アクセス数 / 年齢別構成比

（千件）

（千件）（千件）

73.0%

27.0%

男性 女性

2021年4月から9月における公式ウェブサイトへのアクセス数は392千件 (前年同期115.5％)であった。
18歳から34歳までの若い層や女性のウェブサイトへのアクセスが増えている。
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４．オンラインページを活用した普及啓発の取組み

 10月29日、地域イベントで展示しているコンテンツを何時でも・何処でも、分かりやすく閲覧・視聴できる自
動車リサイクルのオンラインページ（自動車リサイクルタウン）の初版をリリースした。

 現在、新型コロナの影響により、全国各地域で催される環境イベント等は、オンラインによる事例が増えてお
り、直接ユーザーとコミュニケーションを図れる機会が減少している。今後、幅広くオンラインページへの集客に
取組み、これをユーザーと自動車リサイクルをつなぐコミュニケーションの結節点的な機能として活用していく。

■ターゲット：ユーザー（特に地域イベントの来場者を想定）
■背 景 ：新型コロナの影響により地域を跨ぐ移動の制限がある

全ての場面で直接ユーザーと接する機会が減少している
車をインターネットで購入する方式が試されている

■コンセプト：多くのユーザーが自動車リサイクルと繫がる場を提供したい
必要な情報を必要なときに必要とするユーザーに届けたい
オンライン化が進む環境イベントの各種ニーズに対応したい
自動車リサイクルについての学習の機会を創出したい

＜概念図＞

（１）企画概要

ご利用のポイント（一例）

アンケート 自動車リサイクルについてのアンケートに答えるページです。

美術館 自動車リサイクルを表現した小学生制作の作品が観覧できます。

工場 動画により自動車リサイクルの現場の体験ができます。

新聞社 連載記事により自動車リサイクル関わる人々の努力と工夫が学べます。

小学校 学校の授業形式で全てのコンテンツが視聴できます。

チャレンジの館 学んだことを活かしてみんなでクイズに挑戦してみましょう！

（２）オンラインページの概要

■稼働時間：原則24時間365日（メンテナンス日除く）
■ご利用推奨環境：Google Chrome、Firefox、Internet Explorer、

Safari、Edge の最新版（IE は 11 以上）
モバイル OS が Android、iOS の最新バージョン

https://www.jarc.or.jp/recycletown/自動車リサイクルタウン

https://www.jarc.or.jp/recycletown/
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５．小学生とその保護者を対象とした環境学習の支援

自動車リサイクルの関係者との協議の結果、小学生とその保護者を対象とした現場のリアル見学会の代わりとし
て、一部リモートによる代替策を加えた取組みを進めている。

（１）代替策・取組み概況

観点 ご協力をいただいた関係団体・事業者

自動車製造事業者の取組み 日本自動車工業会 三菱自動車（愛知県岡崎市）

自動車販売事業者の取組み 日本自動車販売協会連合会 神戸マツダ 神戸本店（兵庫県神戸市）

オークション会場の取組み 日本中古車販売協会連合会 JU長野：長野県中古自動車販売商工組合（長野県塩尻市）

自動車整備事業者の取組み 日本自動車整備振興会連合会 大三宅自動車：サービス工場マツダオートザム 倉敷中央（岡山県倉敷市）

解体事業者の取組み 日本自動車リサイクル機構 石上車輌 恵庭工場（北海道恵庭市）

破砕事業者の取組み 日本鉄リサイクル工業会 青南商事 青森工場（青森県青森市）

今年度は、リアル見学会の代わりとして、一部、リモートによる取材方式を織り込み、現場の取組みを発信した。

＜取組み概況＞

石上車輌 恵庭工場 青南商事 青森工場 神戸マツダ 神戸本店
JU長野

長野県中古自動車販売商工組合
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（２）事業者の取組みを紹介したコンテンツ

【解体事業者編】

※記事のPDF版 ： https://www.jarc.or.jp/trend/10972/

【破砕事業者編】

※記事のPDF版 ： https://www.jarc.or.jp/trend/10986/

【販売事業者編】

※記事のPDF版 ： https://www.jarc.or.jp/trend/11087/

【オークション編】

※記事のPDF版： https://www.jarc.or.jp/trend/11184/

https://www.jarc.or.jp/trend/10972/
https://www.jarc.or.jp/trend/10986/
https://www.jarc.or.jp/trend/11087/
https://www.jarc.or.jp/trend/11184/
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６．中止した第４回「クルマのリサイクル作品コンクール」表彰式の代替策

新型コロナの影響に留意し中止とした第４回「クルマのリサイクル作品コンクール」の表彰式（2021年3月27
日）の代替策を受賞者の保護者及び受賞者の学校関係者と協議・調整を行った。
その結果を踏まえ、個別に入賞者を訪問・表彰を行っている。

【実施概要】

【標語の部】審査員特別賞
田村亜弥奈さん

【標語の部】最優秀賞
坂口快月さん

【ポスターの部】審査員特別賞
奥野楓果さん

団体特別賞
鹿児島県指宿市立利永小学校

団体賞
東京都品川区立八潮学園

団体特別賞
沖縄県竹富町立波照間小学校
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７．活動費の執行状況（上半期）

2021年4月から９月（上半期）までにユーザー理解活動に要した費用は、7,260万円（執行率67.1％）
であった。主として計画していた地域イベント等が中止又は延期になったために執行率は低くなった。

# 取組の方向性 施策例
年度
計画額

上半期（第1Q・2Q）

計画額
①

決算額
②

執行率
②/①

1
全国万遍なく、環境関連イベントに出
展し、自動車リサイクルの取組・成果
の認知向上の機会を創出する

●自治体と共に取り組む地域イベントへの出展
●常設展示施設での情報提供 他

2,350 974 215 22.0%

2 若年層に向けた情報発信を強化する
●関係者と共に取り組む自動車リサイクルの紹介
●作品コンクールを通じての理解普及
●自動車教習生の認知拡大

8,050 4,313 1,599 37.1%

3 各種メディアを活用して露出を高める

●動画配信による認知拡大と関心喚起
●ユーザーの関心事に応じた情報提供

12,500 4,500 4,697 104.4%

●ニュースリリースの積極的配信
●その他のパブリシティ活動

0 0 0 -

4
身近なところから、ユーザー視点で分か
りやすい情報へと改善を行う

●公式ウェブページ等での情報提供
●チラシ・ポスター等の広報ツールの制作

1,650 930 645 71.5%

5
自動車リサイクルの現状や実態の変
化等を把握する

●ユーザーの認知状況の把握
●情報発信の効果検証 他

650 100 84 84.1%

6
広報・ＰＲの専門家を助言や支援を
受けながら、質の高い情報を、効果的
に発信する

●新規取組の実務支援
●リスク低減の観点での支援 他

1,000 0 0 -

合 計 26,200 10,817 7,260 67.1%

＜ユーザー理解活動に要した費用の内訳＞
（単位：万円）

*合計額には、人件費・管理費等を含まない。 ユーザー理解活動に要した費用は特預金と繰越金から負担される。
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